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都市とITとが出合うところ

第50回　�情報シンポ
学会、日本建築学会
　IT（情報技術）革命のけん引役となったインターネ
ットが広く使われるようになって20年以上が経ち、ス
マホの圧倒的な普及もあって、あらゆる活動がネット
につながった。最近、ビジネスの世界においては、AI

（Artificial Intelligence）、ロボットなどによるデジ
タルトランスフォーメーションが注目されている。
　学会とは、それぞれの学問分野で、学術研究の進展
や連絡などを目的として、研究者を中心に運営される
団体である。デジタル技術の発展のスピード、その影
響の大きさを考えてみると、学会とは狭い意味の研究
者やその卵が集うだけでなく、企業家や実務者が最先
端の考えや技術を収集したり、多様な人々が交流する
場として機能していくものであろう。よって、設計事
務所や建設会社のトップや実務担当者が参加している
ことはよく見られる光景である。
　日本建築学会には、材料施工、構造、建築歴史・意
匠、防火、建築社会システム、環境工学、建築法制、
建築教育、都市計画、建築計画、農村計画、海洋建築、
情報システム技術、災害、地球環境の合計15からなる
常置調査研究委員会が設置されている。日本のように
幅広い分野が融合している建築学会は世界的にも珍し
いようである。このうち、情報システム技術委員会は、
情報化時代の建築・都市・社会ビジョン、建築生産流
通システムの情報化技術、設計・コミュニケーション
の高度化技術、建築分野のための情報・解析理論と応
用に関する調査・研究を行っている。すでに、建築の
各分野においても情報の扱いや情報技術を考慮する必
要性から、情報技術に関する小委員会を設けている常
置調査研究委員会はある。一方、情報システム技術委
員会は、建築の各分野を横断的に俯瞰しながら先進的
な情報システム技術を扱おうとする姿勢に特徴がある。

情報シンポ
　情報システム技術委員会では、年に一度の大きなイ
ベントのひとつとして「情報・システム・利用・技術
シンポジウム（通称：情報シンポ）」を開かれている。

第１回情報シンポは1979年に開催された（当時は「電
子計算機利用シンポジウム」であった）。インベーダ
ーゲームが大流行した頃である。以来、建築・都市の
各分野を横断する IT の新しい可能性を追求する場と
して毎年開かれており、近年では、コンピュテーショ
ナ ル・ デ ザ イ ン、BIM（Building Information 
Modeling）、IoT（Internet of Things）、AI をはじ
めとする、最先端の研究開発、応用事例を発表すると
共に、参加者が交流する場として機能している。
　昨年12月に行われた情報シンポ2017は第40回目に相
応しいテーマ「バック・トゥ・ザ・フューチャー：次
の40年へ」の下、基調講演4題、情報システム技術委
員会傘下の小委員会による４つのオーガナイズドセッ
ション、76題の論文・報告部門の研究発表が２日間に
渡り行われた。基調講演者とそのタイトルは以下の通
りである（図１，２）。
・ MIT メディアラボ副所長 タンジブル・メディア・

グループ・ディレクター 石井裕 教授「独創・協
創・競創の未来：タンジブル・ビットからラディカ
ル・アトムズへ」

・ 東京大学 大学院情報理工学系研究科 廣瀬通孝教授
「VR2.0の世界」

・ 日建設計 都市開発部 主管 福田太郎 氏「都市のア
クティビティを豊かにする情報の可能性」

・ FunLife 代表取締役 COO・CFO 黄木桐吾 氏「AR
技術がもたらす可能性」

　情報シンポ2017当日は、大学の研究者、学生、建設
会社、設計事務所、コンサルタント、行政、メーカー、
IT 企業などから多数の参加者が一堂に会した（図３，
４）。運営に際して、特別後援１社、協賛５社の協力
を得ることができた。

学会参加の副産物？
　情報シンポに限らないが、学会は、社会人と学生が
出会う場として捉えることもできる。特に発表の場は、
ライブでありリアルでもある。社会人の発表を学生が
聴講する。学生は、その企業の最新成果を直に聴くこ
とができる。企業のホームページやパンフレットでは
得られない、リアルさを味わえる。逆に、学生の発表
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を社会人が聴講する。社会人は、学生の研究推進力、
論理的思考力、プレゼンテーション力、質疑応答での
対応力を直に知ることができる。
　ライブの世界では、その場での対応力が求められ、
事前準備なんぞ役に立たないこともある。リアルの世
界では、見せたい箇所、いいところだけを見せられる
わけではない。よって、感動を生む半面、落胆を生む
可能性もはらんでいるわけであるが、最近のインター
ネットの世界では最適化が進められており、若者がラ
イブやリアルを通じてホンモノを求めているのも確か
である。

おわりに
　今年の情報シンポ2018は、12月６日・７日に開催さ
れる。公式 HP（http://aijisa2018.org/）は先日立
ち上がった（図５）。皆様からの論文・報告投稿（７

月13日〆切）と参加をお願いしたい。最後に基調講演
の概要を紹介しておこう。
　現在、第３次 AI ブームの様相があり、大学を含む
建築業界でも AI とロボットの台頭により、建築家や

構造家の職能までも大きな影響を受ける可能性がある
のではないか、と懸念する声が多い。
　山田誠二先生（国立情報学研究所・総合研究大学院
大学 教授）には、『人とロボットの＜間＞をデザイン
する』HAI（ヒューマンエージェントインタラクショ
ン）について講演いただく。人工知能やロボット技術
で職業が奪われると昨今いわれていることについて、
また IoT やビックデータは、これからどのようにな
っていくのかについて講演いただく。
　松井龍哉様（フラワー・ロボティクス株式会社代表
取締役社長／ロボットデザイナー）には、ロボットデ
ザイナーの視点から、AI とロボットの発展により建
築・都市がどのように変容していくのかを講演いただ
く。
　AI とロボット、人間が各々の得意分野を相互に補
うことが重要となってくると言われる。建築界では、
AI を活用するためにどのような取り組みが必要とな
ってくるのか、藤村龍至先生（東京藝術大学准教授／
RFA 主宰）のコーディネイトにより、ディスカッシ
ョンしていただく。

福田　知弘（ふくだ　ともひろ）
1971年兵庫県加古川市生まれ。環境設計情報学が専門。大阪大学大学院工学研究科環境工学専攻博士後期課程修了、
博士（工学）。香港中文大学 修士論文指導教授、神戸市 都市景観審議会委員、吹田市 教育委員会委員、
CAADRIA（Computer Aided Architectural Design Research In Asia）学会元会長ほか公職兼務。NPO 法
人もうひとつの旅クラブ理事。「光都・こうべ」照明デザイン設計競技最優秀賞受賞。主な著書に「はじめての環境
デザイン学」など。ふくだぶろーぐは，http://fukudablog.hatenablog.com/

図　情報シンポ2017風景と情報シンポ2018HP


